




要約:この研究は,主に小児期における動脈硬化促進危険因子の実態把握と,危険因子を効

果的に検出する方法を開発することを目標になされている。実態把握に関しては,肥満は幼

児期からその後の肥満と深く関係していると考えられる。その他の危険因子も同様の傾向

があるが,さらに同一対象あるいは集団について経時的調査が必要である。危険因子の検出

方法については,小児での各種検査の正常値,インフォームド・コンセント,食生活調査を含

めた検診方式のシステム化などが検討されている。 


